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炉心計算コードシステムの検証を目的として，MOX 装荷炉心体系を対象とした解析を行った。 
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1. 緒言緒言緒言緒言 

これまでの研究から統合炉心設計コードシステム HANCS（HIDEC-ALLIS-NORMA Core Design System）

が開発され，商用炉心設計システムとの比較が行われてきた[1]．さらに HANCS は何度も改良がされてお

り, 現時点ではモンテカルロ法を用いた核計算や核定数を４群まで生成することが可能となった.今回は

MOX 燃料装荷炉心に対する HANCSの適用性の検証を行った. 

2. 解析概要解析概要解析概要解析概要 

検証に用いる MOX 燃料装荷炉心は文献[2]を参考に UOX 燃料集合体 20

体,MOX 燃料集合体 8体の BWR模擬炉心とする(図 1)．模擬炉心に使用する

燃焼集合体については文献[3]を参考に,9×9UO2燃料集合体,MOX10×10燃焼

集合体(図 2)とする. 実効増倍率と出力分布について，HANCSの拡散計算機

能ならびに輸送計算機能の解析結果と参照解としての MVP2.0 の解析

結果の比較を行った。評価基準は事業者と同様の基準[4]を用いた． 

3. 結果結果結果結果 

 実効増倍率は拡散計算,輸送計算共に良い一致を示した. 4群計算につ

いて，拡散計算では計算の収束性が悪くなり計算を行えなかったが，輸

送計算では計算精度の向上が確認された．軸方向および径方向相対出力

分布についてはいずれも評価基準値を満たし，また，4 群の輸送計算で

は計算精度向上が確認された. また，相対中性子束分布を観察すると

MOX 燃料集合体が装荷されているノード 2と 5では高速中性子が多くなっており MOX 燃料によるスペク

トルの硬化を模擬できていた．以上より実効増倍率と相対出力の全てにおいて評価基準値を満たし,HANCS

によるモンテカルロ法と多群化を用いた計算の MOX 燃料装荷炉心への適用性が示された． 
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図 1 1/3MOX 装荷 BWR 模擬炉心 

図 2 10×10BMOX 燃料集合体及び           

9×9UO2 燃料集合体 
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